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SPECT

（382－387）

　本セッションでは，SPECTの画像評価に関するもの

3題，性能改善に関するもの3題の計6題の報告がなさ

れた．

　演題382：SPECT画像カラー表示における視覚と認

識に関する検討（尾上）は，ROC等を用いて検討し，

欠損の検出能は経験者群で白黒画像が，未経験者群でカ

ラー画像が良かったと報告し，従来からいわれていた結

果と同様であった．

　演題383：同一再構成アルゴリズムを用いた各種

SPECT装置の比較検討（小川）は，6機種について同一

条件でデータ収集し，同一の画像再構成アルゴリズムに

より再構成し，データ収集までの機種間の性能比較を行

ったもので，おのおのの特性が示された．

　演題384：頭部SPECT用Medium　Energy　Slant－Hole

Collimatorの有用性の検討（古嶋）は，200　keV用コリ

メータを試作し，頭部SPECTに利用したもので，99mTc

や1231に対して高分解能平行多孔コリメータより有用

な結果うミ得られ，1111n等にも利用可能との報告であっ

た．

　演題386：頭部専用4－head回転型SPECT装置の基

礎的検討（中村）は，新開発SPECT装置の評価に関す

るもので，コリメータは5種類，データ収集は最高速

10秒が可能で，FWHMは99mTcに対して最高7mm
が示された．

　演題387：HEADTOME（SET－031）による高速ダイ

ナミックスキャンの基礎的性能評価（高橋）は，SET－

031の最短データ収集時間を12秒から6秒へと高速化へ

改良し，その評価に関するもので，装置的性能には問題

はみられないが1フレーム当たりのデータ量の低下が問

題であるとの報告であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本政典）

（388－392）

　本セッションではSPECTの再構成に関するデータ処

理の演題が5題，発表された．池田（大阪市大）らはフ

ィルタと雑音に関する基本的な問題の検討であり，But－

terworth×rampのフィルタの次数および遮断周波数を

変化させ，ファントムを用いて各収集計数値に対する統

計雑音と分解能の変化を調べた．また画像のROC解析

も行って，収集計数値と最適フィルタとの関係を図式化

した．臨床にすぐ適用できる実用的な方法であると思わ

れた．浜田（兵庫医大）らは画質を向上させるため，サ

イノグラムの位置および角度データを補間する方法を試

みた．ノイズの低減，コントラストの改善が認められた

としているが，位置補間はともかく，角度補間について

はその方法にもよるが，原理的には擬似画像を作る可能

性があり，常に画質改善できるかは疑問に思われる．村

瀬（愛媛大）らはSPECTによる臓器容積算出法につい

て発表した．臓器輪郭を得るため種々のフィルタリング

と閾値法との組み合わせを検討し，エッジを強調した平

滑化法である分散依存型のフィルタ（V・フィルタ）が最

も良く，容積を自動算出できるとしている．続いて村瀬

らはSPECTにおける種々の再構成法，補正処理および

データ収集法のシミュレーションによる検討用のプログ

ラムを作成し，おのおのの計算結果を述べた．内容が盛

り沢山すぎ，各テーマごとの詳細をまた別の機会にでも

発表して載きたい．最後に篠原（昭和大）らはSPECT

の定量性改善のため，dual　energyの同時収集による吸

収補正の可能性をシミュレーションで示した．これによ

ると不均一吸収断面でも，補正でき，従来法より良好な

結果が得られている．興味ある手法であるが2種のγ線

を同じ割合で放出する核種にしか適用できないため，実

用には困難と思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（向井孝夫）

（393－398）

　本セッションの6題は脳神経系疾患に対して1231－IMP

SPECTを用いている点で共通していた．

　鴛渕ら（393）は脳外科的処置の適応のある脳血管障害

症例に対して1231－IMPとリング型SPECT装置を用い

て断層像による脳血流分布を測定し，手術の効果判定お

よび術後の経過予測の有用性について検討している．ク

モ膜下出血術後のvasospasmの予測，脳出血や脳虚血

に対する術後の効果判定などに有効であるとするきわめ

て妥当な結論を示した．

　手島ら（394）は脳血管障害患者の1231－IMPとガンマ

カメラ回転型SPECT装置により得られたイメージを心

臓核医学用に開発されたサーカムフェレンシァル解析に

て評価を試みている．ガンマカメラ回転型SPECT装置
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を使っての臨床上の分解能からみて2－3cm以下の円形

のROIを取ることは定量性に問題のある現状ではひと

つの解決法として評価されると考えられた．

　島村ら（395）は閉塞性脳血管障害患者に対して1231－

IMPとガンマカメラ回転型SPECT装置により得られ

たイメージと頭頂からのRI　angiographyのdynamic

curveから得られた情報を比較検討し，おのおの相補足

する検査であると述べている．

　伊藤ら（396）は1231・1MPおよび99mTc－HM・PAOと

ガンマカメラ回転型SPECT装置を用いて　crossed

cerebellar　diaschisis”を検討している．1231－1MPによる

delayed　scanと“crossed　cerebellar　diaschisis”との関

係について言及しているが，データが不十分で理解しに

くい報告であった．

　西澤ら（397）はリング型SPECTによる1231・IMPの

脳内経時的変化とPET脳血流量との関係について検討

している．1231・IMPの脳内集積は時間とともに変化し

ており，1231－IMPの撮影時間の重要性を示した報告と

して重要と考えられた．

　吉川ら（398）も脳血管障害患者に対する1231・IMPの

イメージとPETによる脳血流量測定との関係について

報告している．両者はよく相関しているとの報告であり，

妥当な結論と考えられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宍戸文男）

（583－587）

　本セッションでは心筋のwashout　ratio（WR）に関す

るもの4題，心臓の悪性リンパ腫に関するもの1題が発

表された．

　584：平山（東京医大）らはWRに及ぼすRPP，　maxHR，

年齢および運動耐応能の影響を正常者40例について検討

した．WRはmaxHR，　RPPと有意な正相関を示したが，

他のパラメータとは有意な正相関は認められず，WRの

判定の際にはmaxHR，　RPPを考慮する必要があると報

告した．

　583：同一施設の阿部（東京医大）らは584席の検討を

もとに正常者より得られた各regionのmaxHRとWR

の回帰式に労作性狭心症患者のmaxHRを代入して予想

WRを求め，実際のWRと比較検討した．その結果予

想WRを用いた場合，高いsensitivity，　specificityが得

られたという．虚血性心疾患では健常者ほど負荷のかけ

えない例が多く，少ない心拍数で負荷が終了するため，

予想WRを用いた評価法は有用であると思われた．

　585：岡野（防衛医大）らは運動負荷T1心筋SPECT
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を用いて右室WRを算出し，その意義について検討し

た．RCA狭窄（＋）群のWRは28％で，健常者（WR：

45％），RCA狭窄（一）群（WR：53％）に比べ有意に低く，

右室WRはRCA病変検出の一助になりうると考えら
れた．

　586：徳永（土浦協同病院）らは虚血性心疾患を対象と

してエルゴメータ負荷と心房ペーシング負荷における虚

血誘発の差異をT1心筋シンチと心電図にて検討した．

その結果再分布の出現率，範囲ともエルゴメータ負荷が

最も有用であるとの結論であった．

　587：山川（愛媛県立今治）らはTl心筋シンチで右室

壁，心外膜に異常集積を認めた心臓の悪性リンパ腫2例

を報告し，安静時に右心系に異常な取り込みを認めた場

合，悪性リンパ腫も鑑別診断に入れる必要があることを

強調した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂田博道）

（588r592）

　589席（関西医大2内，神畠ら）および590席（関西

医大2内，島田ら）でTl・201による心筋SPECT展開図

法（二次元表示法）により，定量的に梗塞および一過性虚

血領域の面積を算出し，責任冠動脈との関係が報告され

た．また心電図QRSスコァと梗塞面積に有意な相関

（r＝0・835）があり，本法の梗塞面積の算出法の有用性が

強調された．ファントム実験で初期像の65％基準値以

下を虚血領域，再分布像で55％以下を梗塞領域として

おり，これらの基準値が他の装置を使用した場合もあて

はまるか追試する必要があろう．

　591席（兵庫医大1内，羽崎ら）および592席（防衛

医大1内，岡野ら）でSPECT像およびBull’s　eye　polar

mapによる虚血性心疾患の評価の報告があった．いず

れもBull’s　eye　pOlar　mapの併用が検出率の向上に寄与

していた．一部にplanar像で検出でき，　SPECT像で検

出できなかった症例も報告されたが，これはSPECT像

の作製上に問題があると考えられる．またBull’s　eye

polar　mapで評価する場合も初期像と再分布像で左心の

長軸の長さの設定が異なるとartifactが出現するため，

このような欠点を十分理解した上で評価する必要があろ

う．今後，客観的な定量的評価法の確立が望まれる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀬戸光）

（593－597）

　本セッションでは心筋SPECTに関する5演題が発表

された．佐々木（大阪警察）らは，201Tlを用いたSPECT

において欠損の広がり，欠損部の2°1Tl摂取程度を，
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maximum　count　circumferential　profileから定量的に評

価する方法について，ファントム実験による検討を加え

ている．％DVおよびmDSは欠損の広がり，201T1摂

取程度を表すよい指標であるが，互いに関連があり補正

を要するということである．外山（筑波大）らは，不均

一吸収体のSPECTで定量性の高い画像を得るため，従

来の均一吸収体を仮定した吸収補正法に代わるIRPC

（lterative　radial　post－correction）法を導入している．こ

の方法は1回の遂次近似と共通の補正関数を使用するも

ので，今回は正常例について心筋SPECTを行い，良好

な結果が得られたことを報告した．上野（心臓血管研）ら

は心筋部を含む人体ファントムを用い，心筋局所のRI

濃度変化に対するSPECT画像の定量性について報告し

た．99mTcと201Tlの2核種を使用しているが，定量性

は201Tlより99mTcの方がよく，また，欠損部が体表面

と体深部では体表面の方が定量性に優れているというこ

とであった．児玉（米沢市立）らは急性心筋梗塞症例に

っいて，99皿Tcと201Tlの2核種同時収集SPECTを試

みている．201T12mCi静注直後よりSPECTを行い，

次いで99皿Tc　20　mCi静注3時間後に2核種同時収集を

行うもので，17症例について実施している．99mTcによ

る画像への影響は梗塞部位25のうち，19部位は見られ

なかったが，6部位で縮小を認めている．これは99mTc

の散乱線，201T1の再分布などが原因ということである．

望月（愛媛県立今治）らは心筋梗塞，HCM，　DCM等

118例について201Tlによる心電図同期心筋SPECTを

実施し，その有用性を検討している．その結果，心電図

同期SPECT像は非同期SPECT像に比べ鮮明であり，

かつ全例において収縮の程度および局所壁運動の評価が

可能で，診断上きわめて有用であると報告した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三枝健二）

（433－436）

Work　in　kogress・機器

　本セッションでは医用画像データ処理装置（東芝製

GMS－550U）に関し，その特長である検査手順の簡略化，

豊富，かつ高精度な収集機能（羽原，他），大容量画像メ

モリ，高品位画像表示，各種高速画像処理（市原，他），

整脈・不整脈分離型心電図同期収集機能（佐々木，他），

等につき報告された．

　また，高計数率特性を向上させたウエル・カウンター

（アロカ製）に関し，100　kcps程度まで計数補正を要し

ないこと⑩1村，他），ガンマカメラ（フィリップス製ガ

ンマダイアグノストc）の概略説明（三浦，他）が追加

報告された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（永井輝夫）

（437－・439）

　本セッションでは、東芝製のガンマカメラに関連する

3件の報告があった．演題437は大視野（50×35cm）角

型デジタルガンマカメラの機構部を改善して操作性を向

上したもので，回転中心からずれてセットされた患者に

対しても最近接軌道ECTを簡単な操作で実現し，また

検出器シールドを小型化して，頭部ECT測定時におけ

る患者の肩当たりをさけ，回転半径約11cmを可能と

している．また，インテリジェントな安全機構を設けた

ことも評価したい．

　演題438はデジタルガンマカメラのソフトウエアの改

善に関する報告で，待ち時間の低減と計算の効率化をは

かるために5JOBまでの同時並行処理を可能にし，ま

たプログラムメニュー機能や各種プロトコール機能を充

実し，ソフトウエァの互換性をはかって操作性を向上し

た．

　演題439では核医学画像のデジタル化，高品位化に伴

って，高画質画像をX線フィルムに撮影するマルチフォ

ーマットカメラが紹介された．この装置はフィルム画像

記録の品質管理に有用であると思われる．全体的にみて，

各社とも独自に機器の操作性，画質，品質管理精度等の

向上への努力がみられることは大変好ましいことである

が，今後は各社間の規格統一，データの互換性等がます

ます重要になってくるであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中栄一）

（4｛レー443）

　本セッションは慈恵医大の町田豊平先生がご担当され
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